
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆☆☆☆    例例例例    会会会会    日日日日    程程程程    ☆☆☆☆    

12 月 7 日(土)18：00 12 月 11 日(水) 12 月 18 日(水) 12 月 25 日(水) 

クリスマス家族会 

(ｳｪｽﾃｨﾝﾅｺﾞﾔｷｬｯｽﾙ) 

受付 17：00 点鐘 18：00 

例会日変更 

(12/7(土)へ振替) 

IAC 例会 17：00 

年次総会  

次年度理事会構成員選出総会 

総務委員会 13：30IAC 例会 17：00 

休会【定款第６条第１項(C)】 

 

第第第第 2450245024502450 回例会報告回例会報告回例会報告回例会報告 11111111 月月月月 27272727 日日日日((((水水水水) ) ) ) 晴晴晴晴    N oN oN oN o ....21212121    

☆点  鐘☆ 会長 岡田義夫 

☆司  会☆ 会場委員長 三根健一 

☆唱  和☆ 四つのテスト 

☆ビジター☆  

☆会長挨拶☆ 岡田義夫  

先週末 23,24 の両日、ウェスティンナ 

ゴヤキャスルに於きまして、本年度

2760 地区大会が開催されました。その

中、当クラブ創立 50 周年表彰並びに、

箕浦会員の在籍 50 年の表彰をそれぞれ 

授賞しました。当該の会長の役割とは言え、RI 会長代

理並びにご参加の大勢の会員の前にしての壇上で、田中

ガバナーより表彰状を授与された事、私のロータリーラ

イフ生涯の思い出となりました。この上ない光栄な思い

です。地区大会詳細に付きましては、この後のクラブ・

アッセンブリーの場で、永井幹事より報告して頂きま

す。 

さて、ここの所、朝晩めっきり寒さが増して来ました。

先日、私の身近な先輩が循環器の障害で入院治療をされ

るという事が有りました。同じような生活習慣の私もシ

ョックを受けました、今まで余り気にしていなかった自

分の体調管理に気を使うようになりました。先輩に教え

を得た思いです。毎日朝晩の血圧管理、庭掃除、ウオー

キングと、出来る限り体を動かす様心掛けています。そ

んな中気付いた事が有ります。人からの癒しは健康に繋

がると言う事です。先週末孫と一緒に過ごす機会があり

ました。その時は気付きませんでしたが、その後、朝晩

の血圧値は標準値を示すようになり今も安定していま

す。孫に癒された結果と確信しております。来週末には

クリスマス家族会が行われます。毎年同じ場所で、同じ

様な内容の催しと、お考えになられる方もお見えになる

かと思いますが、昨年も参加し、また今年、そしてまた

来年と思う気持ちも何かの証ではないかと考えます。御

家族お揃いで癒しの時を過ごして頂く、そして心から家

族揃っての健康を喜んで頂くために、クリスマス家族会

へのより多くの皆さんのご参加をお勧めします。最後

に、朝晩冷え込んで来ています、皆さんのご健康を願い

会長挨拶と致します。 

～～～～Today’sToday’sToday’sToday’s    InformationInformationInformationInformation～～～～    ◆◆報告事項◆◆◆報告事項◆◆◆報告事項◆◆◆報告事項◆◆◆◆◆ 

◇◇幹◇◇幹◇◇幹◇◇幹    事事事事    報報報報    告◇◇告◇◇告◇◇告◇◇    報告者：幹事報告者：幹事報告者：幹事報告者：幹事    永井伸治永井伸治永井伸治永井伸治    

◆第 28 回３ｸﾗﾌﾞ合同新年例会 

日時：2014 年 1 月 25 日(土)受付 16：30 点鐘 17：00 

場所：ウェスティンナゴヤキャッスル 

ﾎｽﾄ RC：稲沢ロータリークラブ 

登録料: 会員 20,000 円 同伴者 15,000 円 

 詳細は本日理事会にて決定されますが、本日から出

欠表を回覧させていただきます。 

◆ﾛｰﾀﾘｰ米山記念奨学会より、山脇敏夫米山記念奨学

会委員長へ第 1回米山功労者の感謝状が、岡田義夫会

長へ第２回米山功労者の感謝状がそれぞれ届きまし

たので贈呈致します。 

 

☆☆☆☆ 例 会 臨 時 変 更 通 知例 会 臨 時 変 更 通 知例 会 臨 時 変 更 通 知例 会 臨 時 変 更 通 知 ☆☆☆☆ 

ク ラ ブ 名 月/日(曜日)時間  メ ー ク ア ッ プ 会 場   

名古屋清須 12/31(火) 休 会 （ 定 款 6 - 1 ） 

岩 倉 12/31(火) 休 会 （ 定 款 6 - 1 ） 

名古屋清須 1/14(火) 休 会 （ 定 款 6 - 1 ） 

名 古 屋 北 1/24(金)12:30 名 古 屋 東 急 ﾎ ﾃ ﾙ 

 

★出席報告★★出席報告★★出席報告★★出席報告★    報告者報告者報告者報告者::::会員組織委員長会員組織委員長会員組織委員長会員組織委員長    小島洋一小島洋一小島洋一小島洋一    

会 員 総 数 56 名 前々回修正 11 月 13 日 

出 席 

会 員 数 

36 名 出 席 

会 員 数 

40 名 

(内免除者 10 名) (内免除者 11 名) 

欠 席 者 数 
20 名 

ﾒｰｸｱｯﾌﾟ数 7 名 
(内免除者 9 名) 

出 席 率 76.60 ％ 修正出席率 95.92 ％ 

 

今週のメークアップ 
後藤啓行(C.O.M)､池田邦雄､鵜飼正巳､林茂夫、山内健嗣(D2760) 

樋田克史(名古屋千種)､矢野愼史(名古屋清須) 

本日の例会プログラム本日の例会プログラム本日の例会プログラム本日の例会プログラム    第第第第 2451245124512451 回例会回例会回例会回例会    12121212 月月月月 4444 日（水）日（水）日（水）日（水）    

例会場：尾張大國霊神社例会場：尾張大國霊神社例会場：尾張大國霊神社例会場：尾張大國霊神社            幸福例会幸福例会幸福例会幸福例会    会員表彰会員表彰会員表彰会員表彰                    第第第第 6666 回理事会回理事会回理事会回理事会 13131313：：：：30303030    

    

 

5555555500000000tttttttthhhhhhhh        AAAAAAAAnnnnnnnnnnnnnnnniiiiiiiivvvvvvvveeeeeeeerrrrrrrrssssssssaaaaaaaarrrrrrrryyyyyyyy        

 

承承認認日日：：昭昭和和 3388 年年（（11996633 年年））1122 月月 66 日日  会会長長：：岡岡田田義義夫夫／／副副会会長長：：三三輪輪卓卓生生  

例例会会日日：：毎毎週週水水曜曜日日  1122：：3300～～1133：：3300    幹幹事事：：永永井井伸伸治治／／編編集集：：広広報報会会報報委委員員会会  

例例会会場場：：尾尾張張大大國國霊霊神神社社（（国国府府宮宮））      EE--mmaaiill  rrcciinnaazzaawwaa@@ggmmaaiill..ccoomm  

稲稲沢沢市市国国府府宮宮一一丁丁目目 11 番番 11 号号      UURRLL  hhttttpp::////wwwwww..iinnaazzaawwaa--rrcc..oorrgg//  

事事務務所所：：〒〒449922--88221133  稲稲沢沢市市高高御御堂堂 11--22--11（（林林商商事事ビビルル 11 階階））  

電電    話話：：00558877--2244--00774400  FFAAXX：：00558877--2222--77221133  事事務務局局携携帯帯電電話話  009900--44885533--55226622  

稲稲稲稲稲稲稲稲沢沢沢沢沢沢沢沢ロロロロロロロローーーーーーーータタタタタタタタリリリリリリリリーーーーーーーーククククククククララララララララブブブブブブブブ週週週週週週週週報報報報報報報報        

 

2013201320132013----2014 2014 2014 2014 ＲＩ会長ＲＩ会長ＲＩ会長ＲＩ会長     

稲沢 RC2013～2014 年度会長方針 

社会を光り輝かせる人となろう！ 

ロンＤ・バートンロンＤ・バートンロンＤ・バートンロンＤ・バートン    

 



RRRR 財団財団財団財団奨学基金学友平和ﾌｪﾛｰｼｯﾌﾟ委員長奨学基金学友平和ﾌｪﾛｰｼｯﾌﾟ委員長奨学基金学友平和ﾌｪﾛｰｼｯﾌﾟ委員長奨学基金学友平和ﾌｪﾛｰｼｯﾌﾟ委員長    小島哲夫小島哲夫小島哲夫小島哲夫    様様様様 RRRR 財団財団財団財団奨学基金学友平和ﾌｪﾛｰｼｯﾌﾟ委員長奨学基金学友平和ﾌｪﾛｰｼｯﾌﾟ委員長奨学基金学友平和ﾌｪﾛｰｼｯﾌﾟ委員長奨学基金学友平和ﾌｪﾛｰｼｯﾌﾟ委員長    小島哲夫小島哲夫小島哲夫小島哲夫    

様様様様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆２週に渡りご協力いただきましたﾌｨﾘﾋﾟﾝ支援募金は、

合計￥55,300 となり、とりまとめ先のｶﾞﾊﾞﾅｰ事務所へ

送金致しました。ご協力ありがとうございました。 

尚、地区大会会場内に設置させていただきましたﾌｨﾘﾋﾟ

ﾝ支援の募金箱には二日間で 182,046 円の義援金が集ま

りました。皆様からの温かいご支援に深く感謝申し上げ

ます。 

◆12月 18 日(水)例会後 13：30 より、50周年記念実行

委員会総務委員会を開催致します。 

◇◇◇◇ ◇◇◇◇ ニ コ ボ ッ ク ス 報 告ニ コ ボ ッ ク ス 報 告ニ コ ボ ッ ク ス 報 告ニ コ ボ ッ ク ス 報 告 ◇ ◇◇ ◇◇ ◇◇ ◇    

報告者：ニコボックス報告者：ニコボックス報告者：ニコボックス報告者：ニコボックス副委員長副委員長副委員長副委員長    鵜飼博信鵜飼博信鵜飼博信鵜飼博信    

永井永井永井永井  地区大会にご登録・ご出席頂いた皆様に感謝 

成田成田成田成田  12 月 16 日の行事を突然中止・延期にしまして申し

訳ありません 

後藤後藤後藤後藤  横井定さん、お気遣いいつもありがとうございます 

伊藤伊藤伊藤伊藤((((彰彰彰彰))))   地区大会ﾄﾞﾀｷｬﾝすいませんでした 

鵜飼鵜飼鵜飼鵜飼((((正正正正))))､樋田､樋田､樋田､樋田((((ﾄｲﾀﾞﾄｲﾀﾞﾄｲﾀﾞﾄｲﾀﾞ)))) 例会欠席のお詫び 

浅井浅井浅井浅井  業務多忙 

◇ ◇ ニ コ ボ ッ ク ス 報 告 （◇ ◇ ニ コ ボ ッ ク ス 報 告 （◇ ◇ ニ コ ボ ッ ク ス 報 告 （◇ ◇ ニ コ ボ ッ ク ス 報 告 （ 1 11 11 11 1 月 分 ）月 分 ）月 分 ）月 分 ） ◇ ◇◇ ◇◇ ◇◇ ◇    

報告者：ニコボックス報告者：ニコボックス報告者：ニコボックス報告者：ニコボックス副委員長副委員長副委員長副委員長    鵜飼博信鵜飼博信鵜飼博信鵜飼博信    

11 月末累計 1,550,001 円 

ニコボックス 61,000 円 

花 17,500 円 

くじ 23,000 円 

    

◇ ◇◇ ◇◇ ◇◇ ◇ 会 員 組 織 委 員 会 報 告会 員 組 織 委 員 会 報 告会 員 組 織 委 員 会 報 告会 員 組 織 委 員 会 報 告 ◇ ◇◇ ◇◇ ◇◇ ◇    

報告者：報告者：報告者：報告者：会員組織委員会員組織委員会員組織委員会員組織委員長長長長    小島洋一小島洋一小島洋一小島洋一    

    

○100％出席表彰者（10月末調べ） 

西 村 郁 夫 21年 6ヶ月 樋 田 文 裕 7 年 6 ヶ月 

野々部昭男 20年 6ヶ月 足立三千夫 6 年 

原  武 史 19年 6ヶ月 山 脇 敏 夫 2 年 

酒 井 兼 利 8 年   

 

○在籍表彰者 

大 野 邦 英 31 年   

 

○10 月中の超過出席者 

山名敬一、横井 定、浅井耕治 

 

◇ ◇◇ ◇◇ ◇◇ ◇ 親 睦 活 動 委 員 会 報 告親 睦 活 動 委 員 会 報 告親 睦 活 動 委 員 会 報 告親 睦 活 動 委 員 会 報 告 ◇ ◇◇ ◇◇ ◇◇ ◇    

報告者：親睦活動委員長報告者：親睦活動委員長報告者：親睦活動委員長報告者：親睦活動委員長    高桑宏幸高桑宏幸高桑宏幸高桑宏幸    

    

○12 月の誕生日祝福 

樋 田 文 裕 4 日 小 島 洋 一 14 日 

吉 川 貴 祥 7 日 加 藤 健 司 17 日 

伊 藤 彰 8 日 岡 田 義 夫 20 日 

    

○会員夫人誕生日 

樋 田 文 裕 夫 人 愛 弓 様 11 日 

    

○結婚記念日 

西 村 郁 夫 7 日   

    

    

◇◇◇◇◇◇◇◇2013201320132013----2014201420142014 年度年度年度年度    国際ロータリー国際ロータリー国際ロータリー国際ロータリー    

第第第第 2760276027602760 地区地区地区地区    地区大会地区大会地区大会地区大会    報告報告報告報告◇◇◇◇◇◇◇◇    

報告者：幹事報告者：幹事報告者：幹事報告者：幹事    永井伸治永井伸治永井伸治永井伸治    
開催日：大会第一日目／2013 年 11 月 23 日（土） 

大会第二日目／2013 年 11 月 24 日（日） 

会場：ウェスティンナゴヤキャッスル 

ホストクラブ：名古屋昭和ロータリークラブ 

 第一日目は、15 時 30 分、RI 会長代理ご夫妻 アント

ニオ＆アルミタ ラフィーノ（Antonio & Armita Rufino）

様（RI 第 3830 地区パストガバナー・フィリピン マカ

ティウェスト RC）の入場で幕が開きました。オープニン

グアトラクションは、コール・ロータリー名古屋による

世界の民謡の合唱を楽しみました。田中ガバナーによる

点鐘に引き続き、フィリピン国歌「最愛の地」、国歌「君

が代」、ロータリーソング「我等の生業」斉唱、ホスト

クラブである名古屋昭和 RC 大矢英憲会長による開会の

言葉、田中ガバナーによる RI 会長代理ご夫妻紹介、榊

原地区幹事による特別出席者、出席クラブの紹介があり

ました。 

 田中ガバナーによる主催者挨拶では、「今年度、RI 会

長ロン D。バートン氏は、”Engage Rotary Change 

Lives”（ロータリーを実践し みんなに豊かな人生を）

を RI テーマに掲げています。これを受けて、第 2760 地

区の会長方針は、「磨いて 輝こう」としました。会員

の意識向上、奉仕活動の実践があればクラブのパワーア

ップになり、会員増強にもつながると思います。」と述

べられました。 

 RI 会長代理 アントニオ・ラフィーノ様は、「母国で

あるフィリピンは、先の台風 30 号により甚大な被害に

遭いましたが、東日本大震災被災国である日本から多額

の支援金をいただき、本日も尚、この会場内で募金活動

をしてくださっていることに感謝しています。」と挨拶

されました。 

 大会議事は、以下の通りです。 

・2012～2013 年度地区決算の承認に関する件 

・ガバナーノミニー選任方法採択の件 

・指名委員会の委員選任の件 

・RI 理事氏名委員会の委員選任の件 

 1.2013 年規定審議会採択制提案 13-138 に基づく地区

決議会合を設置する件 

 2.地区として立法案を検討するための期間を設置す

る件 

・地区大会決議に関する件 

 地区大会決議は、以下の通りです。 

・ロン D・バートン RI 会長テーマ推進の件 

・RI 会長代理 Antonio Rufino 氏に対する感謝の件 

・2012 年度国際ロータリー第 2760 地区ガバナー千田毅

君に対する感謝の件 

・会員増強推進の件 

・ロータリー財団並びに米山奨学事業に対する理解と

寄付協力並びに各プログラム推進の件 

・地区大会記念事業の採択の件 

本大会と名古屋昭和 RC は、愛知県、名古屋市、ロー

タリー財団、米山記念奨学会にそれぞれ金 100 万円を

寄付する 

・地区大会ホストクラブに対する感謝の件 

・国際ロータリー2013 年度国際大会への参加の件 

・次年度地区大会開催の件 

 2014～2015 年度地区大会は、半田 RC をホストとして、

2015 年 2 月に開催する 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第一日目の本会議終了後、RI 会長代理ご夫妻歓迎晩餐会

に岡田会長と永井が出席しました。オープニングのウェル

カムミュージックは、名古屋フィルハーモニー交響楽団に

よる室内楽企画「弦楽四重奏」が演奏される豪華な雰囲気

の中、総勢 250 人もの大勢が出席する晩餐会が始まりまし

た。テーブルごとでは、各クラブの上半期活動の情報交換

と歓談で華が咲きました。 

第二日目では、地区大会の記念事業の発表と目録の贈呈が

あり、本大会と名古屋昭和ロータリークラブは、愛知県、

名古屋市、ロータリー財団、米山記念奨学会にそれぞれ金

100 万円を寄贈されました。また、2013－2014 年度に関す

る表彰では、ロータリークラブ創立 50 周年表彰を我が稲

沢ロータリークラブが、そして、ロータリークラブ 50 年

在籍表彰を当クラブの箕浦弘美君が表彰の栄に浴されま

した。 

続いて、大会決議報告では、RI 第 2760 地区ガバナーエレ

クトとして名古屋瑞穂ロータリークラブの近藤雄亮君、ガ

バナーノミニーとして瀬戸ロータリークラブの加藤陽一

君が紹介されました。その後、トヨタ自動車株式会社 名

誉会長 張 富士夫様による「グローバル次代の企業経

営」と題した記念講演を拝聴しました。（詳細は別途報告） 
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報告者：幹事報告者：幹事報告者：幹事報告者：幹事    永井伸治永井伸治永井伸治永井伸治    
講師：張 富士夫 氏（ﾄﾖﾀ自動車株式会社 名誉会長） 

演題：「グローバル時代の企業経営」 

日時：2013 年 11 月 24 日（日）15：45～17：15 

場所：ウェスティンナゴヤキャッスル 

 トヨタ自動車は、1933 年（昭和 8 年）に豊田自動織機

製作所に自動車部が開設されたのが前身で、研究開発の

末、1935 年に自動車生産を開始、豊田喜一郎氏が創業の

中心となり、1937 年に豊田佐吉氏の娘婿豊田利三郎氏が

初代社長に就き創業し、本年で 76 周年になります。私

は、東京大学法学部を卒業後、1960 年に入社しました。 

 1950 年頃までの日本の自動車工業界は、軍需車両、農

業工業車両、運輸車両の生産が主なものでした。米国の

GM、フォード、クライスラーなどの先進メーカーより実

際に車両を購入し、一つ一つの部品を分解研究して真似

をし、少しずつ改良を加えて、トヨタオリジナルの車両

を作って参りました。その頃より、創業者喜一郎氏は、

「乗用車を作らないと自動車メーカーとは言えない。」

と、快適に運転できて、人が移動するために利用できる

乗用車の開発に余念がありませんでした。奇しくも、喜

一郎氏没二年後の1954年にクラウンを新発売しました。

その後、我が国の自動車工業界は目覚しく発展し、1970

年代に入ると競争が激化、自動車先進国である米国にも

輸出できるようになって参りました。 

1980 年代には、国際社会において貿易摩擦が激しくな

り、日本の車を米国に輸出するのではなく、現地で生産

工場を作って、現地での原材料と雇用を確保することで

話がまとまりました。それを受けて、私は、1986 年 1

月に米国ケンタッキー州ジョージタウンに本格的な工

場を作るべく、渡米いたしました。自動車業界での本格

的なグローバリゼーションの始まりです。建設用地の確

保から工場建設、人材雇用、稼動開始に至るまでの一切

を任されました。その頃、ジョージタウンのロータリー

クラブに入会し、7 年間ほどロータリアンでした。毎週

火曜日の例会に出席しておりました。 

ケンタッキー工場では稼動当時、日本人 60 人、現地人

3,000 人が働いていて、「カムリ」という車種を主要生産

していました。「地元の発展に寄与する」ことを同地域

に約束して工場建設に着手したため、雇用ばかりでな

く、生産ラインの車体プレスから溶接、塗装、組立、樹

脂製品の生産の全てを現地調達しました。 

稼動当時、日本と米国の文化や言葉の違いによるトラブ

ルが頻繁に発生しました。日本では、本音と建前の区別

は暗黙の了解ですが、米国では通用しません。例えば、

「検討します。」とは、日本語の意味としては限りなく

「NO」を意味しますが、米国では「YES」を意味します。

謙虚で控えめな発言がビジネス上の大きなトラブルを

引き起こすことにもなりかねません。また、日本では、

例え部下に権限委譲はしても責任の所在は上司にある

のが当然のことですが、米国では、権限と責任は同時に

発生するのが常識です。グローバルな企業経営は、国家

の背景と文化や言葉表現の違いを良く理解しないと難

しいものです。 

日本製品と米国製品の違いが最も大きなものに「品質」

があります。品質に拘るために、生産ラインでほんの少

しの異変でも見つかれば、その周辺に居る誰でもライン

を止められることが可能になっています。異変が見つか

るとラインを止め、上司が確認して、再度同様の事象が



 発生しないように部署全員で改善するのです。しかしなが

ら、「改善すること」を浸透させることが難しかったです。

私見ですが、日本人は、元来農耕民族で、天候や四季の変

化に対応して農作物を作っていました。より良いものを多

く採れるように、日々刻々の改善をしながら生活してきた

のです。片や米国では、元々が狩猟民族ですので、狩がで

きなくなったらその地を離れ、新たな場所で狩をするとい

う習性があるからでしょうか、「改善」するより「新調」

する文化であると理解しています。人材に対する考え方も

大きく違います。日本では、「人材は育てるもの」である

のに対して、米国では、「人材は選ぶもの」です。 

それであったにしても、稼動当初から「日本の堤工場に負

けるな。」を合言葉に生産をした結果、翌年には、米国内

の初期品質で第一位の栄誉に浴しました。 

2001 年、トヨタの基本理念を実践する上で、全世界のト

ヨタで働く人々が共有すべき価値観や手法を示したもの

を「トヨタウェイ 2001」として発表しました。 

トヨタウェイの二つの柱は、「知恵と改善」と「人間性尊

重」です。「知恵と改善」は、常に現状に満足することな

く、より高い付加価値を求めて知恵を絞り続けることで

す。そして、「人間性尊重」は、あらゆるステークホルダ

ーを尊重し、従業員の成長を会社の成果に結びつけること

を意味しています。 

企業理念にある「トヨタ グローバルビジョン」とは、ト

ヨタがどんな会社でありたいのか、あるべきなのかを明文

化し、表明したものです。その中では、「トヨタはお客様

に選ばれる企業でありたい。トヨタをお選びいただいたお

客様に、笑顔になっていただける企業でありたい」という

価値観を明確にしています。グローバルビジョンには、未

来に向けたトヨタの意思と決意が込められています。 
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報告者：副幹事報告者：副幹事報告者：副幹事報告者：副幹事    酒井兼利酒井兼利酒井兼利酒井兼利    

日時：11 月 23 日 PM1 時～2 時 30 分 

参加者：会長エレクト 西村郁夫  

副幹事 酒井兼利 

場所：青雲の間 

初日の地区大会本会議開催前に、 

地区指導者育成セミナーが開催され

ました。 

RI 第 2680 地区（兵庫）パストガバ 

ナー深川純一氏の講演を拝聴しました。 

森川氏は、ロータリーの生き字引の様な方で、ロータリー

のついて非常に勉強になりました。特に心に残った事をご

報告します。 

1. ロータリーの意味について 

ロータリーの本質は、利己利他を調和する人生の哲学で

あり、思想である。 

RI・クラブ等はその媒体にすぎず、各個人の心の中にこ

そ、その本質を持たなければならない。 

2. 戦前のロータリーについて 

戦前のロータリーは、一般人のものではなく、一流経済

人の集まりであった。 

しかし、戦況が悪くなると、発祥がアメリカであるため、

軍部からの弾圧を受け、その対策のひとつとして、国旗

日の丸の掲揚と国歌君が代の斉唱を行ったことが、今日

まで引き継がれている。 

3. ロータリーの近況 

最近のロータリアンの原理認識の低下が憂慮される。ロ

ータリアンの質の向上が急務であるが、会員増強の問題

もあるので、非常に難しい。超我の奉仕の思想を各自ど

のように実践できるかを考えなければならない。 

4. ロータリーは親睦で始まり、親睦で終わる 

親睦は 2 種類あり、一つ目は食事やゴルフなどの普通の

親睦であるが、重要なのは二つ目の親睦である。尊敬で

きる先輩・友人と共にいるだけで、自分にとって勉強に

なることを吸収したり、新たな発見をしたり、自己を高

められるお付合いをすることこそ、本当に重要な親睦で

ある。 

◇地区青少年奉仕委員会ファミリー交流会の報告◇◇地区青少年奉仕委員会ファミリー交流会の報告◇◇地区青少年奉仕委員会ファミリー交流会の報告◇◇地区青少年奉仕委員会ファミリー交流会の報告◇    

                報告者：地区インターアクト委員報告者：地区インターアクト委員報告者：地区インターアクト委員報告者：地区インターアクト委員    鵜飼正巳鵜飼正巳鵜飼正巳鵜飼正巳    

11月 23日～24日の地区大会開催 

中、大会第 2日目、本会議開催中の

午後1時45分～午後3時30分まで、

同ホテル青雲の間にて、RYLA・青少

年交換留学生・ローターアクト・イ

ンターアクトの青少年奉仕ファミ

リー各メンバー約 100 名が、一同に 

会して交流会、意見交換会を開きました。 

テーマは、11 月 2日～4日に名古屋市中区栄・久屋大通

公園にて開催されました、 

ワールドフード+ふれあいフェスタ（WFFF）でのボラン

ティア参加の感想発表と来年度同様のイベントが開催

された場合はどの様な活動をしたいか意見交換をしま

した。また、年一回、青少年ファミリー（IAC、RAC、RYLA、

青少年交換留学生、愛知青少年交換学友会）が共同で実

施できる奉仕活動と親睦事業の企画を検討しました。 

今回の討論内容は地区青少年奉仕委員会にて集約まと

められ、後日各学校及び出席ファミリーに開示されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

  

 
  

 
 


